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3-2-2 【目標２】地域の魅力を活かしたサイクルツーリズムの推進 

（１）魅力的なサイクリング環境の創出 

① 官民連携による先進的なサイクリング環境の整備 

現状と 

課題 

・稚内市は、日本の最北に位置しており、美しい⽇本海と海に浮かぶ利尻島、壮⼤に

広がる宗谷丘陵を同時に楽しむことができる特徴があります。 

・稚内市の観光推進に取り組んでいる「わっかない観光活性化促進協議会（稚内観

光協会）」では、初級から上級者向けに４コース（L=21km ～77.6km）を設定

（以下、稚内市コース）し、コースマップを発行しています。また、宗谷管内の

サイクルツーリズムを推進している稚内開発建設部では、２つの基幹ルート（き

た北海道ルート）及び地域ルートを設定し、ルートマップを発行しています。 

・「自転車活用推進法」が平成 29 年 5 月に施行されたことに伴い、国や北海道と

役割分担し、より良いサイクリング環境の構築に向けて施策を推進していく必要

があります。 

取り組み 

内容 

①先進的なサイクリング環境の整備を目指すモデルルートの設定 

・わっかない観光活性化促進協議会（稚内観光協会）においても、初級から上級者

向け４コースを設定しています。こちらに関しても、沿道環境の継続的な維持・

改善に取り組むとともに、魅力あるサイクリング環境を図り、滞在型観光にも貢

献していきます。 

 

 

わっかない観光活性化促進協議会が設定した4コース 
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・稚内開発建設部において設定された、２つの基幹ルート及び地域ルートを基本と

し、沿道環境の継続的な維持・改善に取り組みます。 

 

稚内開発建設部が設定した基幹ルートと地域ルート 

 

②誰もが迷わず安全に楽しむことができる走行環境整備 

・「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」等の技術指針をもとに、利用者

が迷うことなく安全にサイクリングを楽しめるよう、ルート案内や注意喚起のた

めの案内看板、路面表示等の充実に取り組みます。 

・サイクリングコースは、国道、道道、市道、河川等にまたがるため、各道路管理

者、河川管理者と連携しながら、走行環境整備の施策を展開します。 

・案内看板、路面表示等については、国内のみならず海外旅行者の利用も想定され

るため、多言語化を検討します。 

 

③サイクリングを核とした観光コンテンツの磨き上げ

による魅力づくり 

・きた北海道サイクルツーリズム連絡会議では近隣の

市町村と連携した「きた北海道ルート」での広域サ

イクリング観光に取り組みます。 

・稚内観光協会ではレンタサイクルの貸し出しを行っ    

ており、市の特色ある食・景観とサイクリングを組み

合わせた体験型・着地型観光地への誘客促進を図りま

す。 レンタサイクルの貸し出し 
（稚内観光協会） 
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④ICT を活用した情報発信 

・サイクリング計画を立てるための事前情報や、サイクリング中に必要とする情報

を利用者が入手できるよう、サイクリングコースや地域情報の積極的な情報発信

に取り組みます。 

・紙媒体や HP での情報発信にとどまらず、YouTube でのプロモーション動画を

公開します。 

 

 

 

 

 

 

⑤サイクリングイベントの開催支援 

・てっぺんライド、北海道一周ライド、ツールド蝦夷等のサイクリングイベントの

開催を支援します。 

 

てっぺんライドのポスター 

実施スケ

ジュール 

・継続実施します。 

きた北海道サイクルルート PR 動画 

稚内サイクリング PR 動画 
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② 広域的なサイクリングロードの整備 

現状と 

課題 

・北海道においては、平成 29年度（2017年度）から「北海道のサイクルツーリ

ズム推進に向けた検討委員会（事務局：北海道開発局・北海道）」により、5つの

モデルルートにおける受入環境、情報発信、自転車走行環境改善等の取り組みが

進められています。 

・同委員会の 5 つのモデルルートのうち、「きた北海道ルート」（ルート１：延長

305ｋｍ ルート２：59.8ｋｍ）が稚内市を経由していることから、連携した

取り組みが必要です。 

取り組み 

内容 

①「きた北海道ルート」及び「稚内市ルート」と連携した広域的なサイクリング環

境の整備 

・広域的なサイクリングルートである「きた北海道ルート」における走行環境、受

入環境、情報発信改善等の取り組みと連携を進めます。   

   

  案内看板の設置（稚内市）    サイクルラックの設置（稚内駅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施スケ

ジュール 

・継続実施します。 
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③ サイクルバス等の実施検討 

現状と 

課題 

・稚内市は広域でのサイクリングが可能ですが、二次交通網が不足しており、緊急

時のサポート対応が課題です。 

・自転車活用推進法においても自転車と公共交通の連携が位置付けられており、サ

イクリング環境の向上のために不可欠な要素となっています。 

・路線バスによる市内・広域移動が定着しています。路線バスと自転車の連携が進

むことにより、サイクリストの移動利便性の向上や、緊急時のレスキューの役割

も期待されます。 

 

取り組み 

内容 

①交通事業者と連携したサイクリストの移動利便性向上のための取り組み 

・市内を運行するバス、タクシー等の交通事業者と連携し、稚内市内-宗谷岬間のサ

イクルバスやレスキュータクシー等、二次交通を活用した自転車の輸送方法を検

討し、サイクリストの移動利便性の向上に取り組みます。 

 

 

サイクルバス導入例 

（宗谷バス 利尻島） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施スケ

ジュール 

・計画策定時より適宜実施します。 
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④ サイクリスト受け入れサービスの充実 

現状と 

課題 

・北海道サイクルルート協議会において、JR 稚内駅及び道の駅わっかない、稚内

空港は、きた北海道ルートのゲートウェイに設定されています。これにより、マ

ップ配布、サイクルラック、ロッカー・着替えスペース、レンタサイクル、シャ

ワーブース、自転車・荷物託送サービス、自転車組み立てスペース等、受け入れ

環境が確保されています。一方で、ゲートウェイ以外には受け入れ環境が整った

施設がほとんど存在しません。 

取り組み 

内容 

①サイクリング拠点化に向けた道の駅の機能確保 

・既存のサイクルラック、着替えスペース、コインロッカー、工具の貸し出し、レ

ンタサイクルに加え、シャワーブース・チューブやタイヤの販売、ルート案内看

板、自転車の運搬や託送サービスなどサイクリストウェルカムな多様なサービス

展開の可能性を検討し、サイクリング拠点としての道の駅の機能確保に継続的に

取り組みます。 

 

 

 

②サイクリスト受け入れ施設の拡大 

・市内の飲食店、コンビニ、公共施設等との連携を図りながら、トイレ・給水等の

必要最低限のサービスを提供できる受け入れ施設を拡大し、サイクリストウェル

カムな地域の形成を図ります。 

 

③訪日外国人を考慮した受け入れサービスの検討 

・サイクリングに関する案内や情報発信の多言語化に取り組み、訪日外国人に対す

る受け入れサービスを提供します。 

・市内の観光事業者、飲食店等への情報提供により、受け入れやすい雰囲気づくり

を図ります。 

 

 

実施スケ

ジュール 

・計画策定時より適宜実施します。 

レンタサイクル（稚内駅） 
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3-2-3 【目標３】自転車事故のない安全で安心な地域づくりの実現 

（１）自転車の安全利用の促進 

① 自転車の安全利用のための周知啓発 

現状と 

課題 

・健康志向の高まりや、環境等への配慮から、自転車への注目が集まっている中、

自転車通行のルール違反が問題視されており、平成 19 年（2007 年）7 月 10

日に決定した「自転車安全利用五則」の周知が求められます。 

・稚内市ＨＰにおいて「自転車安全利用五則」の周知を図っています。 

・市民に向けて安全意識向上の広報啓発を行うことが求められます。 

・平成 30年（2018年）4月に施行された北海道自転車条例において、ヘルメッ

トの着用が努力義務化され、市民にヘルメット着用の意識醸成を高めるための広

報啓発が求められます。 

取り組み 

内容 

①自転車通行ルール等の周知 

・市のＨＰにて引き続き広報啓発を行い、周知を図ります。 

・民間団体等とも連携し、「自転車安全利用五則」のポスター等を作成、配布する等

により、全ての年齢層の利用者に対する自転車の通行ルール等の周知を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車安全利用五則 

【出典：稚内市ホームページ】 

 

 

 

 

 



 

 

35  

 ②交通安全意識向上をはかる広報啓発の推進 

・自転車の安全利用について、地域住民の交通安全意識の向上を図るため、全国交

通安全運動等様々な機会を利用して、市の広報紙での啓発をはじめ、街頭での声

掛け、ポスター貼付等、広報啓発に努めます。 

 

 

 

秋の全国交通安全運動を通じたポスター啓発 

【出典：稚内市 HP】 
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③稚内市安全・安心マップによる広報啓発の推進 

・稚内市内の小中学校を対象に学区内における危険箇所情報等を記載した「安全・ 

安心マップ」による広報啓発に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稚内市立東小学校の安全・安心マップ 

【出典：稚内市】 

 

④ヘルメット着用の促進に向けた広報啓発 

・様々なイベントを活用して、通勤通学をはじめと 

した自転車利用時にけるヘルメットの着用の促進 

に向けた広報啓発を図ります。 

 

 

 

 

 

                     ヘルメット着用促進ポスター 

                     【出典：北海道総合政策部HP】 

 

 

 

実施スケ

ジュール 

・計画策定時より適宜実施します。 

・引き続き実施します。 
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② 保険などの加入促進 

現状と 

課題 

・自転車事故は、自動車事故同様に高額な損害賠償が請求されています。 

・2018年4月に施行された「北海道自転車条例」において、個人の自転車保険加

入が努力義務とされています。 

・北海道 HP では、高額な賠償請求の事例をあげ、自転車損害保険等へ加入を促進

しています。 

・稚内市では、「稚内市交通安全運動の実施計画」において、自転車損害賠償保険へ

の加入に向けた広報啓発活動の推進が位置付けられています。 

取り組み 

内容 

①自転車損害保険等への加入に向けた広報啓発活動 

・自転車事故における損害賠償は、自動車事故と同様に高額な損害賠償を請求され

るケースがあることから、自転車損害保険等へ加入の促進に向けた広報啓発を図

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：北海道 HP】 

 

 

 

 

 

 

実施スケ

ジュール 

・継続実施します。 

 



 

 

38  

 

③ 学校における交通安全教育の推進 

現状と 

課題 

・自転車の利用時のルールやマナーの周知をはじめ、安全利用促進を対象者にあっ

た内容で講話等を行うことが求められます。 

・小、中、高校生を対象に交通安全教育を実施しています。 

取り組み 

内容 

①小、中学生対象の啓発活動の実施 

・小、中学生を対象とし、教職員、警察署員、交通安全指導員、市職員が指導員と

なり、交通安全青空教室を開催し、自転車講習を実施します。（平成 27年～令和

2年：17回、1000人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中学生を対象とした啓発活動 

 

②高校生対象の啓発活動の実施 

・高校生を対象とし、稚内警察署、稚内交通安全協会、稚内地域交通安全活動推進

委員会の協力を得て、自転車点検指導啓発を実施します。（平成 27 年～令和 2

年：12回、1143台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生を対象とした啓発活動 

 

 

実施スケ

ジュール 

・継続実施します。 



 

 

39  

（参考） 

稚内市における現状の交通安全教室実施状況  
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（参考） 

令和 2年度稚内市交通安全運動の実施計画 
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第第44章章   計計画画のの推推進進にに向向けけてて  

4-1 計画の推進に向けた基本的な考え方 

計画を推進していくにあたり、図 4-1 の 

ような PDCA サイクルを目指していきます。 

計画期間内に各取り組み内容を実行し、  

次年度以降のフォローアップ懇談会（年 

数回の懇談会を予定）にて評価を行い、 

必要に応じて、計画見直しを行います。 

 また、法令や、関係する計画の動向に  

合わせてフォローアップ懇談会にて計画 

を柔軟に見直します。 

 

4-2 計画の推進体制 

 計画を策定するにあたり開催された懇談会を継続し、フォローアップ

懇談会として委員からの意見を聴取します。 

 また、期間としては令和 3 年度（2021 年度）に 1～2 回/年を予定し

ます。令和 4 年度（2022 年度）以降は、１回/１年程度の頻度で実施し

てモニタリング指標の検討や、フォローアップを行う予定です。 

 

 

※想定されるモニタリング指標 

整備延長 （㎞） 市役所の自転車通勤者数 （人） 

サイクリスト満足度 （-）  サイクリスト観光客数 （人） 

交通事故件数 （件） 交通安全教室開催回数 （回） 

  サイクリスト受け入れ施設数  （箇所） 

4-3 法令等の動向にあわせた計画の見直し 

今後も社会情勢やニーズにあわせ、自転車に関連する法令改正などが

生じる可能性があるため、動向を注視し、必要に応じて計画内容を見直

します。 

図 4-1 計画推進のためのサイクル 
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稚内市まちづくり政策部 

地方創生課 

TEL 0162-23-6187 


